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区
内
の
緑
化

 
　

都
は
、
東
京
の
み
ど
り
の
総

量
を
こ
れ
以
上
減
ら
さ
な
い
と
い

う
哲
学
を
打
ち
出
し
た
。
区
に
は

緑
化
に
つ
い
て
の
哲
学
は
あ
る
か
。

 
　

区
民
、
事
業
者
、
区
が
と
も

に
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
が
基
本
理
念
と
考
え
る
。

受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
方
策

 
　

子
ど
も
を
受
動
喫
煙
か
ら
守

る
都
の
条
例
の
普
及
啓
発
を
、
都

内
の
ど
こ
よ
り
も
積
極
的
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

 
　

都
が
作
成
し
た
啓
発
チ
ラ
シ

の
区
内
配
布
な
ど
、
都
の
普
及
啓

発
に
協
力
し
て
い
く
。

問答問答

防
災
対
策

 
　

区
と
防
災
協
定
を
結
ん
で
い

る
団
体
と
相
互
連
携
を
図
っ
て
は
。

 
　

連
携
力
を
更
に
向
上
さ
せ
る

た
め
、
連
絡
会
等
の
開
催
を
検
討

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
野
駅
南
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

 
　

バ
ス
が
車
椅
子
を
降
ろ
す
所

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
切
れ
目
に
は
、

Ｌ
字
型
の
側
溝
が
あ
り
、
大
き
な

バ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
。
早
急
な

改
善
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
は
。　

 
　

現
行
の
利
用
状
況
も
踏
ま
え

て
、
Ｊ
Ｒ
、
警
察
等
関
係
機
関
と

総
合
的
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

子
ど
も
の
放
課
後
校
外
支
援

 
　

３
月
に
Ｕ　

プ
ラ
ザ
の
３
館

１８

が
廃
止
さ
れ
、
小
学
校
高
学
年
や

中
学
生
は
ど
こ
で
過
ご
す
の
か
。

 
　

キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
や
、
す
こ

や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
の
家
等
、

子
ど
も
が
利
用
で
き
る
区
立
施
設

や
、
子
ど
も
の
活
動
を
支
え
る
地

域
活
動
等
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
い
周
知
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
誘
導

 
　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
施
設
と
病

院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
計
画

問答問

に
つ
い
て
、
高
齢
者
が
病
気
等
で

入
院
し
、
退
院
後
自
宅
に
ス
ム
ー

ズ
に
戻
る
た
め
、
介
護
老
人
保
健

施
設
や
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
が
で

き
る
病
院
等
が
地
域
に
あ
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
る
。
区
は
、
医

療
機
能
を
内
包
し
た
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 
　

介
護
老
人
保
健
施
設
や
回
復

期
の
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
病
院
を

誘
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

中
野
五
丁
目
の
に
ぎ
わ
い
軸
と 

回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

 
　

四
丁
目
側
は
中
野
が
誇
る
最

新
の
シ
ン
ボ
ル
空
間
だ
と
し
た
ら
、

答問

五
丁
目
側
は
最
も
中
野
ら
し
さ
を

体
験
で
き
る
空
間
と
考
え
る
。
四

丁
目
側
の
集
客
を
五
丁
目
側
に
流

す
こ
と
で
、
ま
ち
の
活
性
化
と
に

ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
、
一
体
的
な

動
線
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

が
ど
う
考
え
る
か
。

 
　

中
野
五
丁
目
の
既
存
の
に
ぎ

わ
い
軸
と
協
調
す
る
よ
う
配
慮
し
、

中
野
通
り
沿
道
の
将
来
的
な
建
物

の
更
新
に
あ
わ
せ
た
歩
行
者
デ
ッ

キ
等
の
接
続
を
考
慮
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の
安
全
対
策

 
　

危
険
な
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

の
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

 
　
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」を
起
因
と

す
る
重
大
な
事
故
が
発
生
し
、
社

答問答

会
的
問
題
と
な
り
、
区
と
し
て
も

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
今
後
は

警
察
・
消
防
と
連
絡
を
取
り
合
い
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
見
守
り
に
活
用

 
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

で
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
見
守

り
が
あ
る
。
ビ
ー
コ
ン
（
電
波
受

発
信
器
）
を
備
え
た
専
用
端
末
を

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
に
持
た
せ
、

位
置
情
報
履
歴
を
家
族
や
保
護
者

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
専
用
ア

プ
リ
で
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
活
用
を
ど
う
考
え
る
か
。

 
　

区
と
し
て
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
た
区
民
の
安
全
を
守
る
取

り
組
み
の
他
の
事
例
等
に
注
視
し
、

安
全
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

問答

ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
マ
チ
マ
チ
」

を
活
用
し
た
地
域
情
報
の
発
信

 
　

地
域
デ
ビ
ュ
ー
に
非
常
に
有

用
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、
活
用
方

法
や
効
果
の
検
討
内
容
は
。

 
　

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

情
報
提
供
と
同
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た

利
用
者
同
士
の
交
流
に
よ
り
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
期
待
す
る
。

 
　

子
育
て
情
報
等
の
提
供
に
よ

り
利
用
者
の
増
加
も
期
待
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
情
報
も
提
供
す
る
の
か
。

 
　

イ
ベ
ン
ト
、
防
災
、
子
育
て

支
援
の
情
報
等
を
想
定
し
て
い
る
。

歴
史
民
俗
資
料
館
展
示 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
都
市
観
光
施
策

 
　

中
野
駅
周
辺
は
人
権
擁
護
、

動
物
愛
護
、
公
園
、
花
見
、
電
車

等
の
発
祥
と
い
え
る
。
中
野
区
民
、

特
に
小
学
生
が
中
野
を
誇
り
に
思

え
る
展
示
を
し
て
は
ど
う
か
。

 
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
り
歴

史
的
事
実
や
解
釈
等
を
検
証
し
た

上
で
、
中
野
の
魅
力
を
十
分
に
伝

え
る
展
示
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

民
泊
の
利
活
用
と
国
際
交
流

 
　

い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型

民
泊
の
許
可
制
と
い
う
他
に
な
い

条
例
策
定
を
評
価
す
る
。
区
は
違

法
民
泊
に
ど
う
対
応
を
す
る
の
か
。

 
　

無
届
け
の
民
泊
は
旅
館
業
法

上
無
許
可
営
業
と
な
り
、
改
正
旅

館
業
法
に
よ
り
厳
正
に
対
応
す
る
。

 
　

ま
ち
め
ぐ
り
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
民
泊
を
ど
う
つ
な
げ
る
の
か
。

 
　

民
間
事
業
者
の
情
報
交
換
の

場
を
設
け
、
区
内
の
民
泊
と
観
光
、

伝
統
文
化
等
を
組
み
合
わ
せ
た
体

験
事
業
の
開
発
を
促
し
た
い
。

 
　

伝
統
文
化
の
体
験
事
業
を
ど

う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

 
　

観
光
事
業
者
や
区
内
で
活
動

す
る
団
体
の
協
議
の
場
を
設
け
、

観
光
商
品
の
開
発
を
促
し
た
い
。

ま
た
様
々
な
ツ
ー
ル
の
活
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

止
め
る
に
は
親
へ
の
支
援
が
不
可

欠
と
考
え
る
。
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
面
接
で
信
頼
関
係
を

築
き
つ
つ
、
具
体
的
に
踏
み
込
ん

で
親
の
行
動
を
促
す
支
援
を
き
め

細
か
く
実
施
し
て
い
る
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策

 
　

中
野
駅
周
辺
で
は
多
く
の
人

答問

が
行
き
来
す
る
動
線
上
に
喫
煙
所

が
あ
り
、
信
号
待
ち
の
人
が
受
動

喫
煙
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
箇
所
も

あ
る
。
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 
　

喫
煙
所
設
置
の
協
力
事
業
者

等
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

 
　

国
や
都
の
動
向
を
見
守
る
だ

け
で
な
く
、
区
独
自
で
対
策
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
　

国
や
都
が
示
す
禁
煙
規
制
の

内
容
を
踏
ま
え
て
進
め
た
い
。

答問答盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

 
　

町
会
・
自
治
会
、
商
店
街
等

の　

年
を
経
過
し
た
防
犯
カ
メ
ラ

１０
を
、
区
の
助
成
に
よ
り
早
々
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
型
カ
メ
ラ
に
切

り
替
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

 
　

設
置
の
促
進
を
図
り
た
い
。

 
　

中
野
区
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
整
備
の
環

境
は
、
最
適
な
環
境
と
言
え
る
。

企
業
に
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
ト

問答問

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
か
け
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
が
、
区
の
見
解
は
。

 
　

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
区

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
他
の
事
例
や
技
術

の
進
展
に
注
視
し
、
よ
り
よ
い
安

全
対
策
の
構
築
を
し
た
い
。

産
業
経
済
融
資

 
　

一
般
融
資
の
事
業
資
金
、
特

別
融
資
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
コ
ン
テ
ン
ツ

事
業
者
支
援
資
金
、
ラ
イ
フ
サ
ポ

答問

ー
ト
事
業
支
援
資
金
に
は
、
信
用

保
証
料
補
助
が
な
い
。
東
京
都
と

連
携
し
て
、
信
用
保
証
料
補
助
を

拡
充
す
る
べ
き
で
は
。

 
　

小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
都
と
協
議
を
続
け
た
結
果
、

　

年
度
か
ら
信
用
保
証
料
補
助
が

３０行
え
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

答

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 
　

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推

進
に
向
け
た
、
区
の
自
立
支
援
、

重
度
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
は
。

 
　

介
護
予
防
事
業
の
体
系
化
と

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
関
与
に
よ
る
、

高
齢
者
の
状
態
に
応
じ
た
効
果
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問答

高
齢
者
施
策

 
　

新
し
い
中
野
を
つ
く
る　

か
１０

年
計
画
（
第
３
次
）
に
は
、
閣
議

決
定
さ
れ
た
高
齢
社
会
対
策
大
綱

の
考
え
方
を
反
映
さ
せ
る
の
か
。

 
　
　

か
年
計
画
の
改
定
に
あ
た

１０

っ
て
は
、
高
齢
社
会
対
策
大
綱
の

詳
細
な
内
容
を
踏
ま
え
、
計
画
に

問答

感
染
症
対
策

 
　

国
立
感
染
症
研
究
所
が
実
施

し
て
い
る
、
感
染
症
の
流
行
予
測

調
査
や
年
代
別
の
抗
体
保
有
率
調

査
等
の
デ
ー
タ
を
、
区
の
感
染
症

予
防
施
策
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

 
　

ポ
リ
オ
の
抗
体
価
が
低
い
年

問答

齢
層
へ
の
注
意 
喚  
起 
な
ど
に
利
用

か
ん 

き

し
て
お
り
、
今
後
も
活
用
し
た
い
。

児
童
虐
待
防
止

 
　

児
童
虐
待
は
、
貧
困
や
発
達

の
課
題
、
孤
立
す
る
育
児
等
の
困

難
が
重
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
暴
力
の
連
鎖
を

問

平
成　

年
度
予
算
の
物
件
費

３０

 
　

物
件
費
予
算
は
前
年
度
比
で

　

・
６
％
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

１６そ
の
内
訳
は
。

 
　

物
件
費
を
２
１
６
億
円
余
計

上
し
、
前
年
度
比
で　

億
円
余
の

３０

増
と
な
っ
て
い
る
。
増
と
な
っ
た

主
な
要
因
は
、
待
機
児
童
緊
急
対

策
に
係
る
も
の
で
、
保
育
の
運
営

委
託
が
８
億
５
千
万
円
余
の
増
、

仮
園
舎
の
リ
ー
ス
料
が
７
億
９
千

万
円
余
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

空
き
家
対
策

 
　

中
野
区
空
家
等
対
策
審
議
会

の
開
催
経
過
と
今
後
の
予
定
は
。

 
　

審
議
会
は
平
成　

年
２
月
に

２９

設
置
さ
れ
、
計
７
回
行
わ
れ
て
い

問答問答

る
。　

年
３
月
に
開
催
予
定
の
審

３０

議
会
で
、
最
終
的
な
答
申
案
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

無
電
柱
化
推
進

 
　

区
の
無
電
柱
化
は
、
０
・
７

％
し
か
進
ん
で
い
な
い
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
に
向

け
て
、
ど
う
進
ん
で
い
く
の
か
。

 
　
　

年
度
に
無
電
柱
化
推
進
計

３０

画
を
策
定
し
、
鍋
横
通
り
の
無
電

柱
化
の
た
め
の
事
前
調
査
を
行
う

な
ど
、
区
内
の
無
電
柱
化
を
着
実

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

中
野
区
の
人
事
構
想

 
　

副
参
事
で
あ
る
管
理
職
１
人

当
た
り
の
職
員
数
が
多
い
分
野
は
。

問答問

 
　

戸
籍
住
民
分
野
が
１
０
２
名
、

保
険
医
療
分
野
が　

名
、
税
務
分

７１

野
が　

名
と
な
っ
て
い
る
。

６９

 
　

ス
パ
ン
・
オ
ブ
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
い
う
用
語
が
あ
る
が
、
こ

の
原
則
に
対
す
る
区
の
見
解
は
。

 
　

ス
パ
ン
・
オ
ブ
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
１
人
が
直

接
管
理
す
る
部
下
の
人
数
、
業
務

の
領
域
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
業

務
の
性
質
に
よ
っ
て
そ
の
適
正
な

規
模
は
異
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答問答

自
由
民
主
党
議
員
団

佐
野　

れ
い
じ

自
由
民
主
党
議
員
団

若
林　

し
げ
お

自
由
民
主
党
議
員
団

加
藤　

た
く
ま

立
憲
民
主
議
員
団中

村　

延
子

公
明
党
議
員
団

小
林　

ぜ
ん
い
ち

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

内
野　

大
三
郎


